
 ７月下旬～８月上旬の水田内すくい取りによるアカヒゲホソミドリカスミカメ 

 捕獲頭数調査から、斑点米発生率 0.2％以上の多発生を確率的に予測できる。 
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アカヒゲホソミドリカスミカメのすくい取り調査による斑点米多発生の予測 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【予測方法】 

 ７月下旬～８月上旬に、同一水田圃場において７～１０日間隔で２回以上のすくい取

り調査（２０回振り）を行い、アカヒゲホソミドリカスミカメの捕獲頭数から、斑点米

（1.8mm以上精玄米）が0.2％以上発生する確率を以下のとおり予測できる。（図１参照） 
 
 
 

ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ 
捕獲頭数の平均値 

（20回振り･２回以上） 

 予 測 確 率 （％） 

 斑点⽶発⽣率0.2%未満  斑点⽶発⽣率0.2%以上 

  ２ 頭       未満 ９７ ３ 

   ２ 頭  
 
  以上 

６０ ４０ 

  ３ 頭 ４０ ６０ 

  ４ 頭 ２０ ８０ 
 
    注）1999～2001年の現地（慣行防除水田）調査結果171件のデータに基づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図１　　水田すくい取り平均頭数と斑点米発生率の関係（７月下旬～８月上旬）
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注）７月下旬、８月上旬の２回すくい取りによるアカヒゲ平均頭数からの
斑点米発生予測、n=171。

 
 

    注）年次別にみると、1999年はアカヒゲホソミドリカスミカメ密度が 

      高く斑点米多発生圃場が多かったが、2000～2001年は広域的な 

      雑草管理や薬剤防除の取り組みが徹底され、アカヒゲホソミドリ 

      カスミカメ密度や斑点米発生は減少傾向にある。    
 
 
 
 
【留意点】 

 本予測法により斑点米多発生が予測される場合は、水田周辺にアカヒゲホソミドリカ

スミカメの高密度発生源があり、連続して水田への飛来が見られる場合であり、状況に

より追加防除も考慮する。しかし、基本的な対策としては、畦畔・農道等の草刈りの励

行、アカヒゲホソミドリカスミカメ高密度発生源除去対策、穂揃期とその７～10日後の

２回の薬剤散布を広域的に実施することが重要である。 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 山形県病害虫防除所  執筆者：渡辺和弘、石井正市 

         TEL：023-644-4241   e-mail：ybyogaichu@pref.yamagata.jp 
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